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リーダーに求められる知識や技能を学ぶ
（SC大阪健康づくり大学校） 2面に記事

大阪府知事杯をめざして選手100人が熱戦
（SC大阪グラウンド・ゴルフ大会） 2面に記事

国内最大級の吊り橋「星のブランコ」を渡りました  （大阪再発見　SC大阪健康ウォーキング） 4面に記事

パラリンピック公式種目「ボッチャ」を体験
（SC大阪ニュースポーツ体験交流会） 2面に記事

Ｓ
Ｃ
大
阪
会
長 

杉
本 

茂

「
健
康・長
寿
社
会
」の

実
現
に
向
け
て

健
康
寿
命
を
延
ば
し

明
る
く
元
気
な
生
活
を

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
新
春
を
健
や

か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心

よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
昨
年
９
月
30
日
の

緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
を

受
け
、
Ｓ
Ｃ
大
阪
お
よ
び

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
が
長
期

化
す
る
中
、
感
染
対
策
を

行
い
な
が
ら
健
康
づ
く
り

や
社
会
参
加
、
文
化
・
伝

統
・
民
芸
な
ど
の
伝
承
活

動
の
他
、
地
域
の
暮
ら
し

を
豊
か
に
す
る
活
動
に
も

各
市
町
村
老
連
で
も
活
動

を
徐
々
に
再
開
し
て
お
り

ま
す
。
世
間
も
ま
た
日
常

の
生
活
を
取
り
戻
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　
た
だ
心
配
な
こ
と
は
、

こ
の
コ
ロ
ナ
下
で
外
出
自

粛
を
強
い
ら
れ
、
ロ
コ
モ

（
運
動
器
症
候
群
）
や
フ
レ

イ
ル
（
虚
弱
）
に
な
ら
れ

る
方
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
ロ
コ
モ
を
防
ぎ

フ
レ
イ
ル
に
気
づ
く
こ
と

で
明
る
く
元
気
な
生
活
を

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
ま
す
こ
と
に
、
心
か

ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
さ
て
、
大
阪
府
で
は
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据

え
、
２
０
２
５
年
大
阪
・

関
西
万
博
の
イ
ン
パ
ク
ト

を
最
大
限
に
活
か
し
、
大

阪
の
持
続
的
な
成
長
や
健

康
長
寿
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
府
民
の
生
活
・
心

身
の
健
康
を
支
え
る
取
組

み
の
充
実
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
Ｓ
Ｃ
大
阪
で
は
「
の
ば

そ
う
！
健
康
寿
命
、
担
お

う
！
地
域
づ
く
り
を
」
の

テ
ー
マ
の
も
と
、
各
市
町

村
老
連
で
の
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
と
同
時
に
、
多

く
の
方
々
が
参
加
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ロ
コ
モ
に
な
ら
ず
、
フ
レ

イ
ル
に
も
な
ら
ず
、
少
し

で
も
長
く
健
康
寿
命
を
延

ば
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

の
思
い
で
す
。

　
最
後
に
今
年
も
会
員
の

皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し

い
年
に
な
る
よ
う
ご
祈
念

申
し
上
げ
新
年
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
一
人
暮
ら
し
の
方
へ
の
声

か
け
や
訪
問
、
公
園
清
掃

な
ど
皆
様
の
日
々
の
活
動

は
、
地
域
で
の
支
え
合
い

の
基
盤
と
な
る
だ
け
で
な

く
、
誰
も
が
い
き
い
き
と

活
躍
で
き
る
健
康
寿
命
の

延
伸
に
つ
な
が
り
、
府
の

め
ざ
す
「
い
の
ち
輝
く
幸

せ
な
暮
ら
し
」
の
実
現
に

大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で

あ
り
、
今
後
更
な
る
ご
活

躍
を
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
貴
会
の
益
々

の
ご
発
展
と
、
本
年
が
皆

様
に
と
っ
て
充
実
し
た
実

り
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ

う
、
心
か
ら
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

大
阪
府
知
事 

吉
村 

洋
文

迎春

新年あいさつ
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24
人
の
若
手
リ
ー
ダ
ー
が
誕
生

Ｓ
Ｃ
大
阪
健
康
づ
く
り
大
学
校

【
池
田
市
】
山
田　

浩

【
豊
中
市
】
滝
下
幹
司
、

住
田
隆
史

【
島
本
町
】
中
村
順
子

【
茨
木
市
】
深
田
剛よ

し

輝あ
き

、

三
野
重
信
、
山
口　

均

【
交
野
市
】
菅
原
幸
治
、

小
林
由
美
子
、齋
藤
ス
ミ
子
、

山
口
利
子

令
和
３
年
度
Ｓ
Ｃ
大

阪
健
康
づ
く
り
大
学

校
修
了
生（
敬
称
略
）

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
次
代
の

リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
令

和
３
年
度
「
Ｓ
Ｃ
大
阪
健

康
づ
く
り
大
学
校
」
が
昨

年
10
月
１
日
～
11
月
26
日

に
開
講
さ
れ
、
各
市
町
村

老
連
か
ら
24
人
が
受
講
し

ま
し
た
（
会
場
は
主
に
府

社
会
福
祉
会
館
）。

　

１
日
目
（
10
月
１
日
）

に
は
開
講
式
の
後
、
大
阪

市
立
大
学
非
常
勤
講
師
・

追
手
門
学
院
大
学
非
常
勤

講
師
の
大
北
規
句
雄
氏
か

ら
「
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性

化
を
目
指
し
て
」
と
題
し

た
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　

３
日
目
（
10
月
15
日
）

に
は
日
本
余
暇
文
化
振
興

会
の
松
井
鴻つ

よ
し

氏
の
指
導

で
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

と
の
交
流
に
活
用
で
き
る

お
も
ち
ゃ
作
り
を
体
験
。

　

４
日
目
（
10
月
22
日
）
に
は
２
つ
の
単
位
ク
ラ
ブ

（
交
野
市
・
シ
ニ
ア
松
塚
、

河
内
長
野
市
・
南
花
台
双

葉
会
）
か
ら
活
動
事
例
報

告
を
受
け
て
、各
班
で「
こ

れ
か
ら
の
新
し
い
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
」
を
テ
ー
マ
に

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
仲
間
づ
く

り
の
た
め
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、災
害
へ
の
備
え
、

フ
レ
イ
ル
予
防
な
ど
、
受

講
生
は
ク
ラ
ブ
運
営
に
役

立
つ
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
や

　

第
24
回
「
Ｓ
Ｃ
大
阪
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
昨
年
10
月
14
日
、
八
尾

市
の
久
宝
寺
緑
地
・
陸
上

競
技
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
汗
ば
む
陽
気
の
中
、

各
市
町
村
老
連
の
代
表
選

手
１
０
０
人
は
元
気
い
っ

ぱ
い
に
プ
レ
ー
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

熱
戦
の
末
、
優
勝
を
射

止
め
た
の
は
、
貝
塚
市
の

溝
尻
正
也
さ
ん
。「
今
日

は
運
良
く
ボ
ー
ル
が
ま
っ

す
ぐ
に
転
ん
で
く
れ
ま
し

た
。
最
後
ま
で
平
常
心
で

取
り
組
め
た
の
が
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。

　

入
賞
者
は
次
の
通
り
。

敬
称
略
。【　

】内
は
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
の
数
。

　

優
勝
＝
溝
尻
正
也
（
貝

塚
市
）
49
打
【
３
】
▽
準

優
勝
＝
中
田
武
重
（
阪
南

市
）
53
打
【
２
】（
３
Ｒ

15
打
）
▽
３
位
＝
氏
原
淳

子
（
泉
南
市
）
53
打
【
２
】

（
３
Ｒ
16
打
）
▽
４
位
＝

岩
木
登
子
（
門
真
市
）
54

打
【
２
】（
３
Ｒ
14
打
）

▽
５
位
＝
岡
本
昌
弘
（
柏

原
市
）
54
打
【
２
】（
３

Ｒ
16
打
）　

　

※
打
数
が
同
点
の
場
合

は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
数
の

多
い
方
が
上
位
。
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
数
が
同
数
の
場

合
は
第
３
ラ
ウ
ン
ド
の
実

打
数
の
少
な
い
方
が
上
位

修了生の皆さん

左
か
ら
、
４
位
の
岩
木
さ
ん
、
準
優
勝
の
中
田
さ

ん
、
杉
本
茂
Ｓ
Ｃ
大
阪
会
長
、
優
勝
の
溝
尻
さ
ん
、

３
位
の
氏
原
さ
ん
、
５
位
の
岡
本
さ
ん

音
声
テ
ー
プ

貸
し
出
し
ま
す

　

Ｓ
Ｃ
大
阪
は
、
目
の
不

自
由
な
方
に
大
阪
府
視
覚

障
害
者
福
祉
協
会
の
協

力
で
「
ね
ん
り
ん
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ａ
」
の
音
声
テ
ー
プ
を

制
作
、
無
料
貸
し
出
し
を

し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の

方
や
、
音
声
テ
ー
プ
を
必

要
と
さ
れ
る
方
を
ご
紹
介

い
た
だ
け
る
場
合
は
、
Ｓ

Ｃ
大
阪
事
務
局
（
☎
06
・

６
７
６
１
・
６
４
８
０
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
06
・
６
７
６
５
・ 

３
３
０
２
）
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

【
門
真
市
】
神
田
明
子
、

古
賀
美
代
子

【
藤
井
寺
市
】
林　

均

【
松
原
市
】
阿
部
敏
子
、

浜
野
雅
博

【
羽
曳
野
市
】
上
田
正
行
、

市
川
秀
子

【
富
田
林
市
】
村
田
節
子

【
和
泉
市
】
三み

家や

邦
子
、

藤
原
儀
男

【
貝
塚
市
】
菊
野
栄
次

【
熊
取
町
】
岸
本
み
き
子

【
阪
南
市
】
榎
本
邦
昭

技
能
を
学
び
ま
し
た
。

　

所
定
の
課
程
を
受
講
生

全
員
が
修
了
し
、
最
終
の

９
日
目
（
11
月
26
日
）
の

閉
講
式
で
は
、
杉
本
茂
Ｓ

Ｃ
大
阪
会
長
か
ら
修
了
証

書
、
全
講
座
に
出
席
し
た

23
人
に
皆
勤
賞
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
、
修
了

生
に
は
各
市
町
村
老
連
で

中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

溝尻さん（貝塚市）が優勝
ＳＣ大阪グラウンド・ゴルフ大会

公
式
ワ
ナ
ゲ
と
ボ
ッ
チ
ャ
を
体
験

Ｓ
Ｃ
大
阪
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
交
流
会

　

令
和
３
年
度
「
Ｓ
Ｃ
大

阪
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験

交
流
会
」
が
昨
年
11
月
４

日
、
大
阪
市
浪
速
区
の
大

阪
府
立
体
育
会
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
Ｓ
Ｃ
大
阪
健

康
づ
く
り
大
学
校
の
公
開

講
座
と
し
て
開
催
さ
れ
、

同
大
学
校
の
受
講
生
24

人
、
各
市
町
村
老
連
か
ら

の
一
般
参
加
者
12
人
の
計

36
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
実
施
し
た

の
は
、
今
、
各
地
の
老
人

ク
ラ
ブ
で
人
気
を
呼
ん

で
い
る
「
公
式
ワ
ナ
ゲ
」

と
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

公
式
種
目
で
あ
る
「
ボ
ッ

チ
ャ
」。参
加
者
は
６
チ
ー

ム
に
分
か
れ
、
フ
レ
ン
ド

リ
ー
情
報
セ
ン
タ
ー
の
西

尾
和
久
指
導
員
か
ら
手
ほ

ど
き
を
受
け
な
が
ら
、
こ

れ
ら
２
種
目
の
実
技
を
体

験
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム
同

士
の
対
戦
試
合
で
は
お
互

い
に
声
援
を
送
り
合
い
、

好
プ
レ
ー
が
出
る
と
、
子

ど
も
に
帰
っ
た
よ
う
に

小
躍
り
し
て
喜
び
合
い
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し

さ
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
用
具
の
購
入

を
お
考
え
の
方
は
、
フ

レ
ン
ド
リ
ー
情
報
セ
ン

タ
ー
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
（
☎
06
・

６
９
７
１
・
９
１
９
０
）。

Ｓ
Ｃ
大
阪
ク
ラ
ブ
カ
ー
ド

の
会
員
は
購
入
費
が
割
引

に
な
り
ま
す
。　

公式ワナゲの実技
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羽
曳
野
市

　

羽
曳
野
市
、藤
井
寺
市
、

堺
市
の
３
市
に
ま
た
が
る

百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
は
、

令
和
元
年
７
月
６
日
に
大

阪
で
初
の
世
界
文
化
遺
産

に
登
録
決
定
さ
れ
、
百
舌

鳥
エ
リ
ア
に
は
仁
徳
天
皇

陵
を
含
む
23
基
、
古
市
エ

リ
ア
に
は
応
神
天
皇
陵
を

含
む
26
基
の
全
49
基
が

千
数
百
年
も
の
間
、
地
域

の
人
々
に
守
ら
れ
暮
ら
し

の
中
に
あ
り
続
け
て
い
ま

す
。

　

羽
曳
野
市
は
大
阪
府
の

南
東
部
に
位
置
し
、
東
部

に
は
二
上
山
系
の
斜
面
に

広
大
な
果
樹
園
が
形
成
さ

れ
、
南
西
部
に
は
羽
曳
野

丘
陵
地
帯
が
あ
り
ま
す
。

市
内
を
流
れ
る
石
川
の
東

側
の
駒
ヶ
谷
地
区
に
は
ぶ

ど
う
畑
が
広
が
り
、
西
側

の
碓
井
地
区
は
な
に
わ
伝

統
野
菜
・
碓
井
え
ん
ど
う

の
発
祥
の
地
で
、
最
近
は

イ
チ
ジ
ク
の
栽
培
も
盛
ん

で
す
。
北
西
部
の
高
鷲
地

区
に
は
、
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
吉
村
家
住
宅

も
あ
り
ま
す
。

　

市
内
を
東

西
に
横
断
す

る
南
阪
奈
道

路
側
道
の「
道

の
駅
し
ら
と

り
の
郷
・
羽

曳
野
」
に
は

農
産
物
直
売

所
と
物
産
館

が
あ
り
、
季

節
の
野
菜
や

果
物
、
ワ
イ

ン
、
梅
酒
な

ど
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
鉄
古
市
駅
に
は

観
光
案
内
所
と
ふ
る
い

ち
タ
ケ
ル
館
が
あ
り
、
地

元
産
ワ
イ
ン
や
古
墳
グ
ッ

ズ
、
イ
チ
ジ
ク
や
ぶ
ど
う

の
加
工
食
品
な
ど

特
産
品
を
取
り
揃

え
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
進
み
感
染
症

が
沈
静
化
す
れ
ば
、

是
非
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

（
羽
曳
野
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
）

応神天皇陵

ふるいちタケル館の入り口

暮
ら
し
に
溶
け
込
む

古
墳
と
豊
富
な
特
産
品

170

四条畷四条畷

野崎野崎

飯盛山飯盛山

卍卍

▲▲

住道住道

東
高
野
街
道

近
鉄
長
野
線

近
鉄
長
野
線

Ｊ
Ｒ
学
研
都
市
線

外
環
状
線

近
鉄
南
大
阪
線

三箇城址

飯盛城址

堂山古墳群

応神天皇陵

観光
案内所

ふるいちタケル館

慈眼寺・
野崎観音

JR学研都市線

大東市役所

外
環
状
線

（
国
道
170
号
）

170

四条畷四条畷

四条畷駅四条畷駅

四條畷
市役所
四條畷
市役所

野崎野崎

摂津市駅摂津市駅

摂津駅摂津駅

正雀駅正雀駅

阪急
京都線
阪急
京都線

東海道
新幹線
東海道
新幹線

南摂津駅南摂津駅
近畿自動車道
（中央環状線）
近畿自動車道
（中央環状線）
大阪モノレール大阪モノレール

JR
京都線
JR
京都線

松ノ浜松ノ浜

和泉府中和泉府中

泉大津市役所泉大津市役所

南海本線南海本線

住道住道

三箇城址

JR学研都市線

大東市役所

泉大津市役所泉大津市役所

南阪奈
道路
南阪奈
道路

羽曳野警察署羽曳野警察署
羽曳野市役所羽曳野市役所

古市駅古市駅

摂津市役所摂津市役所

外
環
状
線

（
国
道
170
号
）

170

170 池上曽根
史跡公園

道の駅
しらとりの郷・
羽曳野

36

38

31

小
楠
公
墓
所

摂津市立
文化ホール

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
併
用
で
実
施

　

令
和
３
年
度
「
Ｓ
Ｃ
大

阪
『
地
域
支
え
合
い
活

動
』
研
修
会
」
が
昨
年
10

月
27
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
初
の
試
み
と

し
て
会
場
参
加
（
府
社
会

福
祉
会
館
）
と
オ
ン
ラ
イ

ン
参
加
の
併
用
方
式
で
実

施
。
ビ
デ
オ
会
議
シ
ス
テ

ム
「
Ｚズ

ー

ム

ｏ
ｏ
ｍ
」
を
使
っ

て
府
社
会
福
祉
会
館
と

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
の
自

宅
、
各
市
町
村
老
連
が
設

け
た
会
場
、
熊
本
県
天
草

市
の
吉
永
繁
敏
氏
（
事
例

発
表
者
）
の
自
宅
を
つ
な

い
で
進
行
し
ま
し
た
（
会

場
参
加
11
人
、
オ
ン
ラ
イ

ン
参
加
28
人
）。

　

研
修
会
の
テ
ー
マ
は

「
ど
ん
な
時
も
、
つ
な
が

り
を
絶
や
さ
な
い
─
─
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
求
め
ら

れ
る
支
え
合
い
活
動
」。

ま
っ
す
ぐ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
支
援

～
「
お
助
け
隊
」
の
活
動

枚
方
市
　
西
牧
野
３
丁
目

悠
々
ク
ラ
ブ
会
長

政
谷
知の

り

孝た
か

氏

　

生
活
の
中
で
困
っ
て
い

る
こ
と
を
手
助
け
す
る

「
お
助
け
隊
」
の
活
動
を

コ
ロ
ナ
禍
で
も
継
続
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
の
支
援

実
績
は
パ
ソ
コ
ン
関
係
、

電
球
交
換
、雨
戸
の
修
理
、

部
屋
の
蜂
退
治
、
病
院
へ

代
表
の
合ご

う

田だ

享た
か

史し

氏
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
下
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
積
極

的
に
生
活
支
援
や
友
愛
活

動
を
展
開
し
て
い
る
ク
ラ

ブ
か
ら
事
例
発
表
を
受
け

た
後
、
会
場
参
加
者
と
オ

ン
ラ
イ
ン
参
加
者
が
一
つ

に
な
っ
て
質
疑
応
答
と
情

報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

事
例
発
表
か
ら

の
付
き
添
い
な
ど
。
今
年

度
は
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
予
約
の
応
援
の
依
頼
が

多
か
っ
た
。
こ
の
活
動
を

し
て
い
る
こ
と
で
地
域
の

高
齢
者
の
生
活
に
安
心
感

が
生
ま
れ
、
会
員
増
強
に

も
効
果
が
出
て
い
る
。

ス
マ
ホ
交
流
に
よ
る

生
き
が
い
作
り

熊
本
県

天
草
市
老
連
事
務
局
長
・

牛
の
首
ス
マ
ー
ト
ク
ラ
ブ

会
長�

吉
永
繁
敏
氏　

　

魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ

に
し
て
若
い
会
員
を
増
や

し
た
い
と
考
え
、
単
位
ク

ラ
ブ
で
ス
マ
ホ
（
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
）
の
教
室
を
始

め
た
。
好
評
だ
っ
た
の
で

他
地
区
に
も
広
げ
、現
在
、

天
草
市
内
11
カ
所
で
教
室

を
行
っ
て
い
る
。
ス
マ
ホ

の
活
用
が
進
ん
だ
こ
と
で

Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
交
流
が

活
発
に
行
わ
れ
、
コ
ロ
ナ

禍
で
会
え
な
い
中
で
も
お

互
い
に
つ
な
が
っ
て
い
る

安
心
感
が
あ
る
。そ
の
他
、

災
害
時
の
安
否
確
認
が
即

時
に
で
き
る
な
ど
の
効
果

も
生
ま
れ
て
い
る
。

Ｓ
Ｃ
大
阪
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ＳＣ大阪「地域支え合い活動」研修会

全
国
老
人

ク
ラ
ブ
大
会

「
星
の
ブ
ラ
ン
コ
」
を
訪
ね
て

　

Ｓ
Ｃ
大
阪
改
革
委
員
会

の
企
画
に
よ
る
「
Ｓ
Ｃ
大

阪
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

が
昨
年
10
～
11
月
に
行
わ

れ
ま
し
た
。テ
ー
マ
は「
大

阪
再
発
見
」。
交
野
市
の

府
民
の
森
・
ほ
し
だ
園
地

を
歩
き
、
人
が
渡
る
吊
り

橋
と
し
て
は
国
内
最
大
級

の
吊
り
橋
「
星
の
ブ
ラ
ン

コ
」
で
空
中
散
歩
を
楽
し

む
も
の
で
す
。

　

参
加
者
の
最
寄
り
の
地

域
か
ら
観
光
バ
ス
で
行
く

コ
ー
ス
（
名
鉄
観
光
サ
ー

ビ
ス
主
催
）
と
、
電
車
な

ど
で
京
阪
私
市
駅
に
集
合

し
て
行
く
コ
ー
ス
（
Ｓ
Ｃ

大
阪
主
催
、
交
野
市
星
友

連
協
力
）
が
設
け
ら
れ
、

名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
主
催

分
は
10
月
12
日
・
13
日
・

18
日
・
19
日
・
20
日
に
実

施
。
Ｓ
Ｃ
大
阪
主
催
分
は

11
月
10
日
に
実
施
さ
れ
、

交
野
市
星
友
連
か
ら
78

人
、
他
市
町
村
老
連
か
ら

36
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
50
回
全
国
老
人
ク
ラ

ブ
大
会
（
全
老
連
、
香
川

県
老
連
主
催
）
が
昨
年
11

月
17
日
、
香
川
県
高
松
市

の
サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
高

松
で
開
か
れ
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
防
止
を
考

慮
し
、
無
観
客
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　

同
大
会
で
全
老
連
会
長

表
彰
を
受
賞
し
た
Ｓ
Ｃ
大

阪
の
個
人
・
団
体
は
以
下

の
通
り
（
敬
称
略
）。

育
成
功
労
表
彰

山
本
善
信
（
摂
津
市
老
連

会
長
）、
真
銅
忠
司
（
羽

曳
野
市
老
連
会
長
）

優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

私
市
山
手
老
人
ク
ラ
ブ

（
交
野
市
）

優
良
市
区
町
村
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
表
彰

豊
中
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

父
の
日
に　

赤
シ
ャ
ツ
貰
い 

若
が
え
る	

枚　

方	

冨
田　

啓
二

雨
仐
を　

杖
代
わ
り
突
く　

見
栄
っ
張
り	

泉　

南	

赤
松　

寿
子

丑
か
ら
寅　

引
き
継
が
な
い
で　

コ
ロ
ナ
禍
も	

貝　

塚	

川
口　
　

明

ち
ぐ
は
ぐ
も　

阿
吽
の
妻
が　

い
て
安
堵	

八　

尾	

穐
山　

常
男

新
札
を　

見
た
し
三
年　

米
寿
待
つ	

泉
佐
野	

神
藤　
　

勵

も
の
言
わ
ぬ　

花
に
一
番　

励
ま
さ
れ	

茨　

木	

中
西
千
代
子

今
日
も
暮
れ　

手
足
伸
ば
せ
る　

仕
舞
風
呂	

泉
佐
野	

休
井
嘉
代
子

孫
が
来
る　

さ
あ
大
変
だ　

マ
ス
ク
何
処	

門　

真	

兵
頭　

克
己

う
ち
の
猫　

診
察
券
を　

持
っ
て
い
る	

阪　

南	

山
本　

好
子

好
奇
心　

卒
寿
迎
え
て　

ノ
ー
ベ
ル
賞	

河
内
長
野	

中
谷
美
也
子

「話のひろば」「ねんりん川柳」投稿募集

次号（４月１日号）の締め切りは2月1日（火）です。

　「話のひろば」（家族や地域の話題など自由テーマで
400字前後）と「ねんりん川柳」（はがきで最大２句ま
で）の作品を募集しております。
　作品と住所、氏名（川柳はペンネーム可）、ふりが
な、年齢、電話番号、所属クラブ名を記入し、
〒542-0012大阪市中央区谷町７丁目４-15大阪府社会福祉
会館内ＳＣ大阪事務局「話のひろば係」または「川柳係」
へお寄せください。
※連絡先が不備の場合、掲載できない場合もあります。投
稿多数のときは掲載を延ばすこともあります。原稿の返却
はできません。採否の問い合わせはご遠慮ください。万が
一、掲載作品に対し第三者間に著作権等の疑義が生じても
ＳＣ大阪は一切の責任は負わないものとします。

ね
ん
り
ん
川
柳

選
　
Ｓ
Ｃ
大
阪
広
報
部
会

年
齢
、
日
付
等
は
投
稿
時
の
も
の
で
す

ケ
ガ
と
人
情

柏
原
市　
松
村
美
代
子
（
96
）

80
歳
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

初
め
て
歌
を
作
る

枚
方
市　
黒
川
輝
彦
（
80
）

　

日
頃
か
ら
ケ
ガ
を
し
な

い
よ
う
に
と
気
を
付
け
て

い
ま
し
た
が
、
少
し
の
段

差
に
つ
ま
ず
き
、
手
足
を

骨
折
、
救
急
車
で
運
ば
れ

入
院
。痛
さ
と
不
安
の
中
、

病
院
も
コ
ロ
ナ
禍
で
面
会

禁
止
。
淋
し
く
て
、
リ
ハ

ビ
リ
に
励
む
生
活
で
、
元

気
な
時
は
わ
か
ら
な
か
っ

た
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
身
に

し
み
て
知
り
ま
し
た
。

　

人
情
の
優
し
さ
、
愛
情

の
深
さ
な
ど
、
お
医
者
さ

ま
や
看
護
の
方
々
の
皆
さ

ま
に
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
。

感
謝
、
感
謝
で
す
!!

　

一
人
暮
ら
し
、
年
齢
に

悔
い
は
な
い
け
れ
ど
精

い
っ
ぱ
い
生
き
て
い
こ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
悠
々
ク
ラ
ブ
）

　

長
い
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

い
ろ
い
ろ
な
活
動
が
制
限

さ
れ
た
。
老
人
会
の
主

な
行
事
も
自
粛
と
な
り
、

人
々
の
交
流
も
少
な
く

な
っ
た
。
私
は
畑
を
借
り

て
お
り
家
庭
菜
園
で
身
体

を
鍛
え
て
い
る
。
家
で
は

パ
ソ
コ
ン
相
手
に
ゲ
ー
ム

を
楽
し
ん
で
い
る
。

　

あ
る
時
、
私
に
も
歌
が

作
れ
な
い
か
と
思
い
決
断

し
た
。
初
め
て
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
あ
る
。
題
は
「
交

野
ケ
原
」
と
し
て
、
内
容

を
創
っ
て
い
っ
た
。
何
回

も
修
正
し
て
や
っ
と
で
き

た
。
ウ
ク
レ
レ
仲
間
に
音

楽
に
詳
し
い
方
が
お
ら
れ

て
お
願
い
す
る
と
、
快
く

受
け
て
い
た
だ
い
た
。
歌

詞
も
一
部
修
正
さ
れ
て
曲

が
つ
い
て
い
た
。
良
い
曲

を
創
っ
て
い
た
だ
い
た
。

一
人
で
弾
い
て
楽
し
ん
で

い
る
。

　

今
は
タ
ブ
譜
で
あ
る

が
ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム
も
追
加

し
て
い
た
だ
き
、
み
ん
な

で
弾
き
た
い
も
の
で
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と
で
き

る
も
の
で
す
ね
。

（
京
阪
ひ
ろ
野シ

ル
バ
ー
会
）

　

山
形
県
南
陽
市
の
郡
山

若
松
会
（
山
村
清
会
長
）

と
、
交
野
市
の
シ
ニ
ア
松

塚
（
三
宅
稀
三
郎
会
長
）

と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会

が
昨
年
11
月
24
日
に
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
郡
山

若
松
会
か
ら
き
ら
ら
ク
ラ

ブ
山
形
（
山
形
県
老
連
）

を
通
じ
て
Ｓ
Ｃ
大
阪
に
交

流
の
希
望
が
寄
せ
ら
れ
、

Ｓ
Ｃ
大
阪
が
仲
立
ち
を
し

て
実
現
し
た
も
の
で
す
。

当
日
は
ビ
デ
オ
会
議
シ
ス

テ
ム
「
Ｚズ

ー

ム

ｏ
ｏ
ｍ
」
を
通

じ
て
郡
山
若
松
会
か
ら
15

人
、
シ
ニ
ア
松
塚
か
ら
12

人
が
参
加
し
、
お
互
い
の

地
域
や
活
動
の
情
報
を

交
換
し
て
学
び
合
い
ま
し

た
。
Ｓ
Ｃ
大
阪
で
は
、
こ

う
し
た
ク
ラ
ブ
同
士
の
オ

ン
ラ
イ
ン
交
流
を
応
援
し

て
い
ま
す
。
関
心
の
あ
る

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

郡山若松会（山形県）と
シニア松塚が
オンライン交流

～運転免許に関するお知らせ～ 

 
 
 
 
 

 

大阪府警察本部 高齢運転者等支援室
☎０６－６９０８－９１２１

 ７５歳以上で一定の違反歴のある方は、 
運転技能検査の受検が必要となります。 

支援室

◆ 道路交通法改正に伴い、免許更新に係る 
 制度が、一部変更となります  
         （令和４年６月までに変更） 
新設 

※ 制度の詳細や新制度開始日は、まだ決まって
おりません。（対象の方には免許更新前に書面
を送付してお知らせします。）

※ その他、安全運転サポート車限定免許の新設
等を予定しております。

大阪府内各地と熊本県天草市をビデオ会議でつないで進行

どんな時も、
つながりを絶やさない
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あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
年

早
々
で
は
あ
り
ま
す
が
、

お
身
体
の
不
調
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
か
。
私
は
内
科
医

で
、
皮
膚
科
は
専
門
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
毎
年
冬

に
な
る
と
多
く
の
患
者
さ

ん
か
ら
「
か
ら
だ
の
あ
っ

ち
こ
っ
ち
が
痒
く
て
困
り

ま
す
」
と
い
う
相
談
を
受

け
ま
す
。
痒
い
と
こ
ろ
を

見
せ
て
も
ら
い
ま
す
と
、

皮
膚
が
カ
サ
カ
サ
し
て
い

る
程
度
の
人
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
あ
ま
り
に
ひ
ど
い

湿
疹
の
場
合
は
す
ぐ
に
皮

膚
科
に
紹
介
し
ま
す
が
、

少
々
の
引
っ
掻
き
傷
な
ど

に
は
「
か
か
り
つ
け
医
」

と
し
て
生
活
上
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
た
り
薬
を
処
方

し
た
り
し
て
対
応
し
て
い

ま
す
。

　

年
を
と
る
と
皮
膚
が
老

化
し
、
皮
膚
の
表
面
を
覆

う
皮
脂
が
減
り
ま
す
。
ま

た
、
皮
膚
の
水
分
を
保
つ

機
能
が
衰
え
ま
す
。
皮
膚

が
乾
燥
す
る
と
、
皮
膚
の

内
部
に
わ
ず
か
な
炎
症
が

起
き
た
り
、
痒
み
を
感
じ

る
神
経
が
皮
膚
の
表
面
ま

で
伸
び
て
き
た
り
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
老

人
性
乾
皮
症
」
と
呼
ば
れ

る
状
態
で
す
。
更
に
、
痒

み
の
た
め
に
引
っ
掻
い
た

り
す
る
と
皮
膚
が
赤
く

ジ
ュ
ク
ジ
ュ
ク
し
て
き
ま

す
。「
乾
燥
性
皮
膚
炎
」

ま
た
は
「
皮
脂
欠
乏
性
湿

疹
」
と
い
う
状
態
で
す
。

湿
疹
は
、
脚
の
す
ね
や
脇

腹
な
ど
、
皮
膚
が
乾
燥
し

や
す
く
引
っ
掻
く
こ
と
が

で
き
る
と
こ
ろ
に
出
や
す

い
の
が
特
徴
で
す
。

　

皮
膚
の
乾
燥
を
防
ぐ
に

は
適
切
な
ス
キ
ン
ケ
ア
が

重
要
で
す
。
白
色
ワ
セ
リ

ン
や
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
油
軟
膏

な
ど
の
刺
激
が
少
な
い
保

湿
剤
を
使
う
の
が
良
い
で

し
ょ
う
。
痒
み
を
和
ら
げ

る
に
は
、
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン

薬
や
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
剤
を

服
用
し
ま
す
。
漢
方
薬
で

は
「
当と
う

帰き

飲い
ん

子し

」
が
よ
く

用
い
ら
れ
ま
す
。
湿
疹
に

な
っ
て
い
る
場
合
は
、
保

湿
剤
は
塗
ら
ず
に
湿
疹
の

程
度
に
見
合
っ
た
ス
テ
ロ

イ
ド
が
入
っ
た
塗
り
薬
を

使
い
ま
す
。
湿
疹
の
状
態

が
改
善
し
て
か
ら
保
湿
剤

を
使
い
ま
し
ょ
う
。

　

日
常
生
活
で
最
も
気
を

つ
け
る
こ
と
は
入
浴
の
方

法
で
す
。
熱
い
湯
は
避

け
、
や
や
ぬ
る
め
で
、
長

湯
を
し
な
い
こ
と
が
大
切

で
す
。体
を
洗
う
と
き
は
、

石
鹸
を
よ
く
泡
立
て
て
、

タ
オ
ル
な
ど
で
ゴ
シ
ゴ
シ

と
こ
す
ら
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
乾
燥
し
や

す
い
場
所
は
、
石
鹸
も
タ

オ
ル
も
使
わ
ず
、
湯
と
手

で
そ
っ
と
洗
う
だ
け
で
も

良
い
と
思
い
ま
す
。
風
呂

上
が
り
に
は
保
湿
剤
を
優

し
く
塗
り
ま
し
ょ
う
。

　

痒
み
の
な
い
健
康
な
皮

膚
は
心
身
の
健
康
に
重
要

で
す
。

冬になると
痒くて困る
大阪府医師会理事
栗山　隆信

　

Ｓ
Ｃ
大
阪
で
は
、
活
動
へ
の
支
援
の

ご
寄
付
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
金
額

の
多
寡
は
問
い
ま
せ
ん
。
ご
協
力
い
た

だ
け
る
方
は
、
下
記
口
座
ま
で
お
振
り

込
み
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

頂
戴
し
た
寄
付
金
は
、
会
員
の
皆
様

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
行
事
・
催
し
を

実
施
す
る
た
め
の
活
動
資
金
と
し
て
、

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

令
和
３
年
９
月
22
日
～
12
月
８
日
の

間
に
、
高
石
市
の
高
石
市
五
区
し
あ
わ

せ
会
、
交
野
市
の
青
山
長
寿
会
・
幾
野

星
友
ク
ラ
ブ
・
倉
治
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
さ

ん
ゆ
う
会
・
寺
み
ど
り
会
・
藤
が
尾
あ

け
ぼ
の
会
・
星
田
西
遊
友
ク
ラ
ブ
・
星

田
山
手
熟
年
会
・
星
友
ク
ラ
ブ
向
井
田
白
寿
会
・
森

友
ク
ラ
ブ
・
天
野
が
原
町
星
友
ク
ラ
ブ
・
妙
見
東
や

わ
ら
ぎ
会
と
４
人
の
方
か
ら
合
計
８
万
６
０
０
０
円

の
寄
付
金
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
厚
意
に

あ
り
が
た
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

銀行名：りそな銀行　　支店名：大手支店　
預金種別：普通　　口座番号：０１０４６４０
口座名：�一般財団法人大阪府老人クラブ連合会
　　　　ｻﾞｲ ) ｵｵｻｶﾌﾛｳｼﾞﾝｸﾗﾌﾞﾚﾝｺﾞｳｶｲ

Ｓ
Ｃ
大
阪
の
活
動
を
支
援
し
て
く
だ
さ
い

ご
寄
付
の
お
願
い

●
ス
ポ
ン
サ
ー
御
礼
●

　
「
ね
ん
り
ん
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
」
第
１
７
９
号
の
発
刊
の

際
に
は
、
広
告
掲
載
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
ス
ポ
ン

サ
ー
の
皆
様
の
ご
厚
情
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

大
阪
府
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

編

集

後

記

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
…
と

言
う
よ
り
、
あ
け
ま
し
て
も
コ
ロ
ナ
禍
で
す
？

と
言
う
の
が
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
応
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
規
制

は
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
多
少
、
自
由
な
行
動

が
可
能
に
な
っ
た
だ
け
に
感
じ
ま
す
。
３
密
を

守
り
な
が
ら
の
行
動
は
、
コ
ロ
ナ
騒
動
以
前
と

は
大
き
な
変
化
で
す
。
し
か
し
、
家
族
の
絆
は

よ
り
強
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
続
く
規
制
の
中
、
Ｓ
Ｃ
大
阪
で
は
感
染

対
策
を
し
な
が
ら
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
、

今
号
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
の
ク
ラ

ブ
で
は
昨
年
暮
れ
に
２
年
ぶ
り
に
ク
リ
ス
マ
ス

会
を
開
催
し
、
20
数
人
の
参
加
者
が
笑
顔
で
喜

ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　

誰
か
の
言
葉
に
「
小
さ
な
事
か
ら
コ
ツ
コ
ツ

と
」。
小
規
模
な
が
ら
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
活

動
の
ニ
ュ
ー
ス
が
た
く
さ
ん
届
く
の
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。（
広
報
部
会
委
員
・
平
岡
則
英
）

★提供　大阪ガスグループ福祉財団　大阪ガスクッキングスクール
　　　　メニュー開発室　チーフ・立光直美

●材料（4人分）
▶里芋 300㌘▶ひじき(乾燥)3㌘▶ツ
ナ(缶詰) 75㌘▶塩・コショウ 各適量
▶薄力粉・卵・パン粉(ロースト) 各適量
▶サラダ油 適量▶カブラ 200㌘▶カ
リフラワー 200㌘
▶ a（だし汁 カップ１、酒 大さじ１、塩 

適量、しょう油 小さじ2/3）
▶ b（明太子 30㌘、生クリーム 大さじ

１、レモン汁 小さじ1/3、塩 適量）
【ローストパン粉の作り方】
フライパンにパン粉を入れ、弱火でキ
ツネ色になるまで炒めます。

●作り方（調理時間：約40分）
❶ 里芋は軟らかくなるまで蒸し、皮を

むいてつぶします。水で戻したひじ
き、ツナを加えて塩、コショウをし、

８等分にして丸めます。
❷�薄力粉、溶き卵、パン粉の順につけ、

オーブンシートを敷いたオーブン皿
に並べて上からサラダ油をかけま
す。230℃前後に温めたオーブンで
約8分焼きます。

❸�カブラは厚めに皮をむいてくし形に
切り、カリフラワーは小房に分け、フ
ライパンに入れ、aを加えてふたを
して約5分蒸し焼きにします。ふたを
取り、しょう油を加えて水分がなくな
るまで火にかけ、焼き目をつけます。
❹�器に混ぜ合わせたbを敷き、❷を盛

り、❸を添えます。

お料理

メ　　モ
お料理

メ　　モ 里芋とひじき
のコロッケ
明太子ソース

オーブンを使ってヘルシーに

カロリー：170㌔㌍　塩分：1.2㌘
（いずれも1人当たり）

平成29年３月までに申し込み
された方は有効期間が終了
します。
更新のお知らせを送ります
ので、更新の手続きをお願い
します。
なお、令和元年10月以降の申し込み（更新を含む）には有効期限が
ありません。

カード見本

ＳＣ大阪クラブカード

問合せ　SC大阪事務局（☎06-6761-6480）
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